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「水」にかかわる施設を探訪するという観点はなかった
ので興味深かったです。「文：竹田聖彩」とあったので、
「水の天使」自らが寄稿されたようですが、分かりやす
い文章で、充実した探訪であったのが読み取れました。
（トピックス   水の天使 琵琶湖近江路探訪） （50代・男性）

福岡導水については、設計施工の苦労が分かりやすく
書かれていて良かった。水の天使の文章には、土木以外
の視点も含めた内容でよく書けていると思う。
（特集　福岡導水通水40周年）

（トピックス   水の天使 琵琶湖近江路探訪） （50代・男性）

女性技術者の活躍ぶりがよく伝わってきました。同じ女
性として、頑張らなければという気にさせられました。
（トピックス　わたしが思うダムの魅力とは 女性技術者の座談会）

（50代・女性）

後世につながる技術を伝承する「福岡導水建設当時の
技術職員と現役職員との座談会」の開催、若手職員の
人材育成を目指して「人材育成室」の開設、未来の水の
プロにつなぐ「インターシップ参加者の声」に対する先
輩職員からの期待の声等、多くの切り口から機構の人
材育成への取り組みの本気度が伝わってきます。

（60代・男性）

　早いもので、もう年度末の３月です。異動・転勤や、ご家族の卒業・入学など、新生活がこれから始まる方も多
いかと思います。今年は花粉が多く気軽に外に出かけられない人もいるかもしれませんが、春の季節にお花見
やいちご狩りなどお出かけしてみてはいかがでしょうか。さて、今号では、利根川を事例に冬から春にかけての
仕事内容や取組みの紹介、機構の技術の根幹を担う総合技術センターの紹介、今年度で第4 回目になる「水の
郷めぐり（北総東部用水）」など様々なトピックスを紹介しております。来年度も皆様に関心いただけるような記
事にしていきたいと思います。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・冬号」への
ご意見・ご感想を紹介します

読者の声
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　首
都
圏
の
「
水
が
め
」
で
あ
る
利
根

川
上
流
ダ
ム
群
の
中
で
も
、
利
根
川
最

上
流
は
、
日
本
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ

り
、
そ
の
豊
富
な
雪
解
け
水
が
ダ
ム
の

貴
重
な
水
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　春
先
か
ら
は
、
田
畑
を
潤
す
た
め
の

水
需
要
が
高
ま
り
、
融
雪
し
た
水
を
利

用
し
た
ダ
ム
運
用
が
利
根
川
流
域
の

水
供
給
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
豪
雪
地
帯
に
あ
る
矢
木
沢
ダ

ム
、
奈
良
俣
ダ
ム
で
の
冬
の
取
組
み
と

春
か
ら
必
要
に
な
る
農
業
用
水
が
群

馬
用
水
、
利
根
導
水
路
を
通
じ
て
地
域

に
届
け
る
た
め
の
取
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 冬

の
ダ
ム
管
理
と
春
か
ら
必
要
に
な
る
水

冬
の
ダ
ム
管
理
と
春
か
ら
必
要
に
な
る
水

特 集

大規模な施設整備は、雨が多い時期が終わった秋から豪雪になる前の短
期間で実施する必要があります。

タイトル：棚田の田植え
撮影場所：高知県大豊町（八畝の棚田）
撮 影 者：大高　久昌

　
冬
は
、
春
か
ら
秋
と
比
べ
る
と
降
水
量
が
少
な
く
、
河

川
の
水
量
が
減
少
す
る
傾
向
が
高
ま
り
ま
す
。

　
農
業
用
水
で
使
わ
れ
る
水
量
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
と
比

べ
る
と
少
な
い
時
期
で
す
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
必
要
な

水
道
用
水
や
産
業
を
支
え
る
工
業
用
水
は
、
年
間
を
通
じ

て
安
定
的
に
川
か
ら
取
水
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
水
量
を

ダ
ム
か
ら
補
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、冬
は
、春
か
ら
の
雨
が
多
い
時
期
に
備
え
、防
災

操
作
な
ど
に
必
要
な
施
設
整
備
や
将
来
に
わ
た
り
施
設

の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
調
査
や
検
査
を
行
う
大

切
な
時
期
で
す
。

　
さ
ら
に
、
日
々
の
ダ
ム
管
理
に
お
い
て
観
測
さ
れ
る
水

文
や
気
象
デ
ー
タ
、
堤
体
や
諸
設
備
の
状
況
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
次

年
度
以
降
の
ダ
ム
操
作
や
施
設
管
理
の
検
討
も
行
わ
れ

ま
す
。

国土交通省水管理・国土保全局WEBサイト「カワナビ」の「首都圏水インフラマップ」より引用国土交通省水管理・国土保全局WEBサイト「カワナビ」の「首都圏水インフラマップ」より引用

冬
の
ダ
ム
管
理

1

田
畑
を
潤
す
春
か
ら
必
要
な
水

2　
米
な
ど
の
農
作
物
の
生
産
に
は
、
春
か
ら
田
畑
を
潤
す

水
が
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
。冬
の
間
、ダ
ム
の
上
流
域
に

降
り
積
も
っ
た
雪
は
、
春
か
ら
必
要
な
水
の
大
切
な
水
源

に
な
り
ま
す
。

　
群
馬
用
水
、
利
根
導
水
路
で
届
け
ら
れ
る
農
業
用
水

は
、
矢
木
沢
ダ
ム
、
奈
良
俣
ダ
ム
な
ど
を
水
源
と
す
る
利

根
川
か
ら
取
水
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
中
旬
頃
か
ら
の
取

水
量
の
増
量
に
備
え
、
各
土
地
改
良
区
や
関
係
機
関
と
具

体
的
な
対
応
や
役
割
を
調
整
し
ま
す
。

　
取
水
量
を
増
量
す
る
日
は
、
取
水
口
か
ら
水
路
を
た
ど

り
田
畑
に
水
が
流
入
す
る
時
間
を
考
慮
し
つ
つ
、
早
朝
か

ら
土
地
改
良
区
、
農
家
の
方
々
と
連
携
し
、
水
門
や
水
路

に
あ
る
調
節
堰
、
樋
門
の
開
度
調
整
を
行
い
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
農
業
用
水
が
水
路
末
端
に
至
る
ま
で
支

障
な
く
水
が
届
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
な
ど
関

係
者
が
一
体
と
な
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

用水路から田畑に水を届けるため調節堰や樋門を操作
（群馬用水）

用水路から田畑に水を届けるため調節堰や樋門を操作
（群馬用水）

春から秋にかけて田畑で必要となる水春から秋にかけて田畑で必要となる水

矢木沢ダム矢木沢ダム奈良俣ダム奈良俣ダム

藤原・奈良俣再編ダム再生事業での
洪水吐きゲート付替工事

藤原・奈良俣再編ダム再生事業での
洪水吐きゲート付替工事

ダム操作で重要な機能を担う水門設備の点検ダム操作で重要な機能を担う水門設備の点検

ひ

や

　ぎ 

さ
わ

な  

ら 

ま
た
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管理用道路除雪作業 積雪の深さ・密度の観測作業

渇
水
傾
向
が
高
ま
っ
た
昨
年
夏

3　
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
気
象
変
動
に
よ
り
、
平
年
値

と
極
端
に
異
な
る
気
象
現
象
が
各
地
で
生
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年（
令
和
５
年
）８
月
は
、
矢
木
沢
ダ
ム
貯
水
率
が
平

成
28
年
以
来
と
な
る
約
36
％
ま
で
低
下
し
渇
水
傾
向
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　
７
月
の
利
根
川
上
流
域
の
降
雨
量
は
、
平
年
の
半
分
に

満
た
な
い
約
44
％
し
か
な
く
、
河
川
流
量
が
著
し
く
少
な

く
な
り
、
矢
木
沢
ダ
ム
な
ど
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
か
ら
の

水
の
補
給
量
を
増
加
し
た
結
果
、
貯
水
率
が
低
下
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
ほ
ぼ
平
年
の
降
雨
量
に
よ
り
、
徐
々
に
貯
水

量
が
回
復
し
、
取
水
を
制
限
す
る
こ
と
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

令和5年8月9日（貯水率36％）令和5年8月9日（貯水率36％）

令和5年6月29日（貯水率100％）令和5年6月29日（貯水率100％）

栗橋（利根川中流）より上流域の降水量

矢木沢ダム貯水量（平年は、H4-R4平均）

※「栗橋上流域の降水量」は、国土交通省関東地方整備局資料を基に作成

豪雪に見舞われる冬のダム管理の厳しさと魅力

矢木沢ダム積雪の深さ

　利根川上流域は、日本屈指の豪雪地帯で、積雪が多い年は矢木沢ダムの観測地点で３m、近年は減少傾向
ではあるものの、最低1ｍを超え、マイナス10度を下回る気温を記録する厳しい環境ですが、現地に赴きダムの
状況を定期的に観測、点検巡視等を行っています。
　現地で行う除雪作業や春からの貯水量につながる積雪の深さ・密度を観測することは、ダム管理で大切な
仕事です。

令和5年7月は
平年の半分以下の降水量

令和5年7月の降水
量が少なくダムから
水を補給したため
貯水量が低下

　冬
期
間
は
、周
辺
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、一
般

の
方
の
来
訪
は
で
き
な
い
た
め
、ダ
ム
周
辺
は
静
寂
の

世
界
に
包
ま
れ
ま
す
。氷
点
下
を
下
回
る
気
温
が
続
く

と
貯
水
池
は
結
氷
し
て
神
秘
的
な
氷
紋
や
、な
か
な
か

目
の
当
た
り
に
し
な
い
動
物
た
ち
が
現
れ
ま
す
。

様々な条件のもと生じる「氷紋」現象

ダム管理所のそばにやってきた「キツネ」

貯水池が結氷した矢木沢ダム

ダム周辺に現れる「カモシカ」

平成28年平成28年

令和5年令和5年

令和4年令和4年

令和6年令和6年

平成6年平成6年

平年平年

注）最大・最小：管理開始（昭和42年）以降、積雪の深さが最大・最小の年　平年値：管理開始（昭和42年）11月～令和5年5月までの平均値
直近及び渇水の著し
かった年を表示
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　令和６年１月１日16時頃発生した能登半島地震により、尊い命が失われ、今もなお厳しい生活を
おくられている被災地の皆様に、深い哀悼の意を表しますとともに、心からお見舞い申し上げます。
　水資源機構は被災地への給水支援のため、保有する「可搬式浄水装置」を石川県珠洲市に派遣
し、断水が続く珠洲市の方々に欠かせない水を毎日お届けしています。

設置場所到着（1月7日夕方）設置場所到着（1月7日夕方）浄水装置設置作業（1月7日～8日）浄水装置設置作業（1月7日～8日）設置された浄水装置（1月9日から給水開始）設置された浄水装置（1月9日から給水開始）

緊急応急時の給水支援 可搬式浄水装置
　異常な渇水、洪水がもたらす水害、大規模な地震等により水供給が被災した際に備え、被災地へ緊急応急的に給水支援できるよ
う、ため池の水や海水でも飲用水として浄水できる「可搬式浄水装置」を保有しており、平成23年3月の東日本大震災以降、各地で支
援活動を行っています。

浄水に必要な装置をトラックに積載搬送し
て、現地で各ユニットを設置し装置を稼働

可搬式浄水装置の仕組み （注）下図は、前処理で限外ろ過膜（UF膜）を使用
したものです

1号機区　分

保管場所

処理能力

処理方式

運搬方式

愛知用水総合管理所
（愛知県東郷町）
約2,000リットル／１時間

二段式逆浸透膜方式
（前処理：砂ろ過）

8tユニック車　3台

2号機
利根導水総合事業所
（埼玉県行田市）

約2,000リットル／１時間

一段式逆浸透膜方式
（前処理：UF膜）

8tユニック車　2台

原水
タンク

UF供給
ポンプ

UF膜

前処理ユニット ROユニット

ろ過水
タンク

RO供給
ポンプ

高圧
ポンプ

生産水
タンク

濃縮水

RO膜

保安
フィルタ

前処理
海水や池など原水に含まれる泥や藻
等大きな粒子の不純物を除去します

浄水処理
前処理された水に含まれる微細な
細菌、ウイルス、農薬、塩分等を除去
し飲用できる水に浄水します

支援活動について詳しくは
ホームページをご覧下さい。

給水場所位置図

珠洲市

可搬式浄水装置設置場所
野々江総合公園内（亀ヶ谷池）

可搬式浄水装置全景

浄
水
装
置
全
体
の
仕
組
み

浄
水
処
理
の
流
れ

可搬式浄水装置の設置場所

設置までの経緯
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1月12日から飲用水供給開始 2,4902,490
日給水量（㎥）累計給水量（㎥）

日給水量（㎥）
累計給水量（㎥）

浄水装置による給水状況（3月4日時点）

能登半島地震被災地へ
可搬式浄水装置を派遣
能登半島地震被災地へ
可搬式浄水装置を派遣緊急特集

1月 5 日 緊急災害支援隊を編成し、利根導水総合事業所（埼玉県行田市）、愛知用水総合管理所（愛知県東郷町）
 に配置する浄水装置（計２台）を被災地に向けて出発、7日夕方設置場所（珠洲市）到着

1月 8 日 珠洲市内亀ヶ谷池の堰堤に浄水装置を設置

1月 9 日 自衛隊、国が派遣する給水車両に生活用水を給水開始し、珠洲市総合病院、避難所のお風呂で利用

1月12日 水道法に基づく水質検査を完了し、飲用水給水開始（以降、支援活動継続中） 亀ヶ谷池の水（左）を
浄水（右）

亀ヶ谷池の水（左）を
浄水（右）

7 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 緊急特集 能登半島地震被災地へ可搬式浄水装置を派遣 ● 6 



１
．総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
が
担
う
業
務

高度な技術力を発揮する
総合技術センター
高度な技術力を発揮する
総合技術センター

「総合技術センター」は、機構の各事務所への技術支援とダムや水路施設の建設・管理に関
する様 な々技術開発を行ってきました。これまで機構が実施した事業を通じ培ってきた経験・
技術力を集積し、より適確な防災操作に資するよう降雨予測や観測精度の高度化に向け学術
機関等と協働研究を行うなど高度な技術力を発揮するとともに、他機関の事業への技術支援
を行っています。

「総合技術センター」は、機構の各事務所への技術支援とダムや水路施設の建設・管理に関
する様 な々技術開発を行ってきました。これまで機構が実施した事業を通じ培ってきた経験・
技術力を集積し、より適確な防災操作に資するよう降雨予測や観測精度の高度化に向け学術
機関等と協働研究を行うなど高度な技術力を発揮するとともに、他機関の事業への技術支援
を行っています。

■
基
幹
的
、専
門
的
な
調
査
・
設
計
を
集
積
し
て
実
施

　
水
資
源
機
構
の
ダ
ム
、堰
、水
路
等
の
建
設
・
管
理
に
関
わ
る
基

幹
的
、
専
門
的
な
調
査
・
設
計
業
務
を
事
務
所
と
協
働
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
、機
構
全
体
の
技
術
力
の
向
上
を
図
って
い
ま
す
。

■
高
度
な
技
術
力
を
活
か
し
た
適
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

　
事
務
所
で
現
場
が
直
面
す
る
様
々
な
技
術
的
課
題
の
解
決
に

向
け
、ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
よ
り
適
確
な
設
計
施
工
や
施
設
管
理
に
資
す
る

　試
験
・
解
析
等
の
実
施

　
施
設
の
改
築
等
に
あ
た
り
必
要
な
耐
震
性
能
照
査
、水
理
模
型

実
験
、貯
水
池
の
水
質
改
善
の
検
討
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
健
全
性
を
将
来
に
わ
た
り

　確
保
す
る
た
め
の
技
術
開
発

　
ダ
ム
の
健
全
性
調
査
や
評
価
、水
路
の
管
路
劣
化
調
査
等
を
通

じ
て
施
設
の
効
用
を
長
く
発
揮
で
き
る
よ
う
、様
々
な
技
術
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
高
度
な
技
術
力
を
活
か
し
た
技
術
支
援

　
機
構
の
大
規
模
な
ダ
ム
や
長
大
な
水
路
の
建
設
や
改
築
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
高
度
な
技
術
力
を
活
か
し
、広
く
社
会
に
貢

献
す
る
た
め
、機
構
と
同
様
に
ダ
ム
や
水
路
等
の
事
業
を
実
施
す

る
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
62
施
設
の
技
術
支
援
を
受
託
で
き

ま
し
た
。

２
．高
度
な
技
術
力
の
実
装
に

　 

　
向
け
た
取
組

　
内
閣
府
に
お
け
る「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
実
現
を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

及
び「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
や
各
省
庁
の
研
究
開
発
等
の
施
策
で

開
発
さ
れ
た
革
新
技
術
等
を
社
会
課
題
解
決
や
新

事
業
創
出
に
橋
渡
し
を
す
る
た
め
の
取
組
」（
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
）に
参
画
し
て
い
ま
す
。

●
第
３
期
Ｓ
Ｉ
Ｐ「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

　「
革
新
的
な
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
」
に
お

け
る「
人
力
で
実
施
困
難
な
箇
所
の
ロ
ボ
ッ
ト
等
に

よ
る
無
人
自
動
計
測
・
施
工
技
術
開
発
」の
枠
組
み

の「
ダ
ム
の
堆
砂
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
堆
砂
除
去
方
法

の
確
立
」の
研
究
開
発
チ
ー
ム
に
参
画
し
、
ダ
ム
貯

水
池
の
堆
砂
除
去
工
事
に
係
る
堆
砂
の
量
や
深
さ

方
向
の
性
状
の
確
認
、施
工
の
遠
隔
・
自
動
化
技
術

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

は
、非
接
触
に
よ
る
堆
砂
の
深
さ
方
向
の
性
状
調
査

に
係
る
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

　「
ダ
ム
運
用
高
度
化
に
よ
る
流
域
治
水
能
力
向
上

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
強
の
加
速
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
研
究
開
発
チ
ー
ム
に
参
画
し
、Ｓ
Ｉ
Ｐ

第
２
期
で
開
発
し
た
長
時
間※

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
降
雨

予
測
を
活
用
し
た
ダ
ム
の
貯
水
池
運
用
の
高
度
化

に
よ
り
、
治
水
機
能
の
強
化
や
水
力
発
電
の
増
電
効

果
を
目
指
し
て
い
ま
す
。総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、

関
係
機
関
と
協
働
し
、
流
域
全
体
の
治
水
機
能
向

上
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
施
策
へ
の
貢
献

を
果
た
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
研
究
開
発
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◀総合技術センターの取組みにご関心がある方はお気軽におたずね下さい。

船 船

堆砂

堆砂堆砂

三次元測量
自動化

ダム堤体付近の
土砂を洪水時に
排出する技術

水中掘削・
浚渫の遠隔化

作業用建設機械
操縦の遠隔化及
び自動化

※緊急放流の可
能性をさらに
小さくする！

時間

フェーズ設定 第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階

洪水時
治水容量
（洪水時に使用）

利水容量
（水道・農業・
  工業など）

発電＋
無効放流

弾力的管理水位
（環境配慮など）

弾力的管理
水位の上昇

小出水時の
水位上昇

7日前程度の
事前放流の
開始の実操作
への適用

アンサンブル
予測を適用済

3日前からの
アンサンブル
予測の適用
（事前放流）

防災時の
アンサンブル
予測を活用

後期放流時の
水位上昇

ダム水位
制限水位

目指す水位調節

7日前程度 出水3日前程度
（ガイドライン事前放流）

発電＋
無効放流

事前放流
開始

SIP第2期成果
（早期事前放流）

❶適用するフェーズを増やす ❸適用するために
　ルール化する

❷適用するダムタイプを増やす

第1段階～第5段階への適用

国、水資源機構が管理する多目的ダム以外への適用を目指す

SIP第2期で試行を開始し
たダムにおけるルールの
策定と検証とフィードバッ
クを行う。
「長期アンサンブル降雨
予測を活用したダム操作
を実施するための活用ガ
イドライン（案）」を作成。

ダムA
（多目的）
直轄・水機構
治水容量 治水容量

SIP第2期対象 BRIDGEで拡大する適用対象

ダムB
（多目的）
都道府県

ダムB
（発電）

ダムC
（水道）

ダムC
（揚水）

施工計画支援・施工時支援 堆砂性状モニタリング（性状把握）
粒度など（面上・層状） 水資源機構担当

第3期SIP

BRIDGE

た
い
し
ゃ

※降雨予測の不確実性の程度を把握する手法
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内
ケ
谷
ダ
ム
へ
の
支
援

　
岐
阜
県
長
良
川
上
流
河
川
開
発
工
事
事
務
所
が
実
施
す
る
内
ケ
谷
ダ
ム

本
体
工
事
等
の
発
注
や
施
工
現
場
に
お
け
る
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
で
生
じ
る

課
題
、事
業
主
の
職
員
が
行
う
技
術
的
判
断
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
機
構
の
大
規
模
な
ダ
ム
や
長
大
な
水
路
の
建
設
や
改
築
で
培
っ
て
き

た
経
験
や
高
度
な
技
術
力
を
も
つ
職
員
が
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
実
施

す
る
事
業
に
お
い
て
様
々
な
技
術
的
な
支
援
を
行
い
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
主
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

３
．経
験
や
技
術
力
を
活
か
し
た

　
　
｠
他
機
関
に
信
頼
さ
れ
る
取
組

1

23

4

5

6 7

8

9

10

11
12

13

14
15

1617
18
19

20
21

22

23

コンクリート打設堤体20万㎥ 達成コンクリート打設堤体20万㎥ 達成

内ケ谷ダム内ケ谷ダム

大
山
ダ
ム
の
本
体
関
連

調
査
・
設
計
、
積
算
や
、

日
吉
ダ
ム
・
阿
木
川
ダ

ム
の
管
理
等
の
経
験
を

活
か
し
、
日
頃
か
ら
一
緒

に
仕
事
を
し
て
い
る
岐

阜
県
職
員
へ
丁
寧
で
分

か
り
や
す
い
助
言
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

小
久
保
　政
志

職員コメント

浦
山
ダ
ム
の
施
工
機
械
設

備
の
構
築
や
小
石
原
川
ダ

ム
の
選
択
取
水
設
備
や
、管

理
用
機
械
設
備
の
計
画
、設

計
、積
算
、施
工
管
理
な
ど

で
培
っ
た
知
識
と
経
験
を

活
か
し
、発
注
者
、施
工
業

者
な
ど
関
係
者
と
密
接
に

連
携
し
、新
丸
山
ダ
ム
本
体

建
設
工
事
の
完
成
に
向
け

た
工
程
管
理
等
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。橋

本
　尚
樹

職員コメント

新丸山ダムの法面掘削状況を調査している様子新丸山ダムの法面掘削状況を調査している様子
のりめんのりめん

新丸山ダム
［丸山ダム（既設）下流に建設中］

新丸山ダム
［丸山ダム（既設）下流に建設中］

足
羽
川
ダ
ム
へ
の
支
援

　
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
が
建
設
中
の
足
羽
川
ダ
ム
（
福
井
県
）
の
本
体
建

設
工
事
、ゲ
ー
ト
設
備
工
事
、分
水
施
設
工
事
等
の
品
質
、工
程
、コ
ス
ト
の
観
点
か

ら
施
工
に
関
す
る
技
術
検
討
を
行
い
、円
滑
な
工
事
進
捗
と
適
切
な
施
工
管
理
に
資

す
る
よ
う
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

足
羽
川
ダ
ム
は
、ダ
ム
本
体
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
進
捗
し
て

お
り
、
原
石
山
か
ら
採
取
す
る

骨
材
の
品
質
、
打
設
箇
所
の
岩

盤
状
況
、
錯
綜
す
る
他
の
工
事

と
の
調
整
、
打
設
中
の
天
候
変

化
な
ど
工
事
現
場
で
は
、
日
々
、 

様
々
な
課
題
が
生
じ
ま
す
が
、 

そ
の
都
度
、
現
場
状
況
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
設
計
と
施
工
を
理

解
し
て
関
係
者
と
の
調
整
を
行

い
、 

早
く
良
い
ダ
ム
が
で
き
る

よ
う
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

前
田
　俊
郎

職員コメント

事業主の近畿地方整備局との打合せ事業主の近畿地方整備局との打合せ

足羽川ダム足羽川ダム

津軽ダム（東北地方整備局）

湯西川ダム（関東地方整備局）

八ツ場ダム（関東地方整備局）

村山貯水池（東京都）

利賀ダム（北陸地方整備局）

内ケ谷ダム（岐阜県）

新丸山ダム（中部地方整備局）

設楽ダム（中部地方整備局）

足羽川ダム（近畿地方整備局）

畑川ダム（京都府）

槇尾川ダム、安威川ダム（大阪府）

大門ダム、天理ダム（奈良県）

切目川ダム（和歌山県）

殿ダム（中国地方整備局）

尾原ダム（中国地方整備局）

長安口ダム（四国地方整備局）

山鳥坂ダム（四国地方整備局）

鹿野川ダム（四国地方整備局）

横瀬川ダム（四国地方整備局）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

総合技術センターにおける主なダム本体工事に関わる技術支援

※ダム等名は受託時点のものです

新
丸
山
ダ
ム
へ
の
支
援

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
が
実
施
す
る
新
丸
山
ダ
ム（
岐
阜
県
）で
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
、
既
設
ダ
ム
を
20
・
２
ｍ
嵩
上
げ
す
る
本
格
的
な
建
設
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。効
率
的
か
つ
確
実
な
工
事
の
推
進
を
図
る
た
め
、発
注
者
・
機
構

双
方
の
知
識
・
経
験
を
融
合
し
、設
計
条
件
等
の
精
査
、現
地
調
査
結
果
や
施
工
計

画
書
と
の
比
較
、
施
工
条
件
の
課
題
や
検
討
事
項
を
整
理
す
る
な
ど
の
技
術
調
整

を
行
う
事
業
監
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

や　ん　ば

つ  がる

むらやま

ゆ にし かわ

と　が

うち  が  たに

しんまるやま

したら

あす  わ  がわ

まき  お  がわ

はたがわ

あ    い   がわ

ながやすぐち

やま   と   さか

か   の   がわ

よこ  ぜ  がわ

お  ばら

との

だいもん てん  り

きり  め  がわ

大分川ダム（九州地方整備局）

立野ダム（九州地方整備局）
20

21

おおいたがわ

たて  の
本明川ダム（九州地方整備局）

億首ダム（内閣府沖縄総合事務局）
20

21

22

23

ほんみょうがわ

おくくび

6

7

9

岐阜県長良川上流河川開発工事事務所提供岐阜県長良川上流河川開発工事事務所提供

国土交通省新丸山ダム工事事務所提供国土交通省新丸山ダム工事事務所提供

国土交通省足羽川ダム工事事務所提供国土交通省足羽川ダム工事事務所提供
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東庄町東庄町

銚子市銚子市旭市旭市

香取市香取市神崎町神崎町

栄町栄町
成田市成田市印西市印西市

我孫子市我孫子市
柏市柏市

松戸市松戸市

八千代市八千代市

白井市白井市
鎌ヶ谷市鎌ヶ谷市

市川市市川市
習志野市習志野市 四街道市四街道市

千葉市千葉市

浦安市浦安市

船橋市船橋市

流山市流山市

野田市野田市

匝瑳市匝瑳市

多古町多古町

横芝光町横芝光町山武市山武市

東金市東金市
九十九里町九十九里町

大網白里市大網白里市

芝山町芝山町富里市富里市
酒々井町酒々井町
佐倉市佐倉市

八街市八街市

茂原市茂原市

市原市市原市袖ヶ浦市袖ヶ浦市
木更津市木更津市

君津市君津市

富津市富津市

鋸南町鋸南町

南房総市南房総市

館山市館山市

鴨川市鴨川市
勝浦市勝浦市

御宿町御宿町
大多喜町大多喜町

長柄町長柄町 白子町白子町

長生村長生村
一宮町一宮町

睦沢町睦沢町

いすみ市いすみ市

長南町長南町

　北総東部用水は、利根川河口堰及び霞ヶ浦開発を水源として利根川の河口から38㎞地点で取水し、パイプラインや
ファームポンドを通じて成田市を含む10市3町の約7,500haの農業地域へ水を供給しています。
　この地域は台地と※谷津田地域で構成され水源に乏しく、かつては雨水と湧き水に頼って、
乾燥に強いさつまいも、落花生などの生産を中心に農業を営んでいました。
　このため、利根川の水を供給して、農業の近代化と農業生産額
の向上を目指した農業用水事業の必要性が求められるようにな
り、昭和45年度に建設事業に着手、昭和56年度から管理を開始
し、40年以上経過しています。
　その後、北総東部用水に新たに設けた2箇所の取水口から農業
用水を取水する国営事業の北総中央農業水利事業が着手され、
令和2年度に完了しました。

～利根川の水が北総台地へ届けられた歴史～

　北総東部用水の完成により、スプリンクラーやチューブかんがいが行われるようになり、北総台地で安定した稲作
や畑作が可能となり、これまで作付していたさつまいもなどの根菜類の収穫量が増えるとともに、露地のにんじん、
里芋、大根などや、ビニールハウスによるほうれん草などの葉物野菜、きゅうりなども生産されるようになりました。

～北総東部用水通水による農業の発展～

返田揚水機場パイプライン
埋設時の様子

通水前の北総台地の様子

～北総台地で生産される主な農産物～

千葉県は収穫量が全国第２位であ
り、北総台地で栽培される秋冬にん
じんは、高品質のにんじんとして知
られています。

にんじん

香取市、多古町などで栽培されており
北総東部用水の整備による水の安定供
給と地元営農部会の栽培技術改善に
よって県内有数の産地となっています。

やまといも

北総東部地域では「コシヒカリ」、「ふ
さこがね」、「ふさおとめ」が主要な品
種です。

お米

北総東部用水が通水を開始した後、
施設栽培を行うビニールハウスが増
え、ニラ、葉物野菜などが生産され
るようになりました。

葉物野菜
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1,249 1,224

1,583

1,383
1,541

1,256

昭和46年 昭和56年 昭和62年 平成10年 平成17年 平成27年 令和3年

35.6％ 37.0％ 37.4％

40.4％40.4％ 44.1％

50.5％
52.9％

北総東部用水の品目別農業産出額の推移
米 野菜 イモ 豆類 花き その他
千葉県内に占める割合千葉県内に占める割合

昭和56年通水開始

農林水産省 市町村別農業産出額（推計）より作成

外浪逆浦外浪逆浦

利根川利根川

北印旛沼北印旛沼

神崎町神崎町
香取市香取市

栄町栄町

成田市成田市

北総中央第2取水口北総中央第2取水口

北総中央第1取水口北総中央第1取水口

富里市富里市

佐倉市佐倉市

山武市山武市

横芝光町横芝光町

匝瑳市匝瑳市

旭市旭市
飯塚F.P飯塚F.P

八日市場F.P八日市場F.P

南堀ノ内F.P南堀ノ内F.P

宮前F.P宮前F.P

鏑木F.P鏑木F.P

山田F.P山田F.P
仁良F.P仁良F.P大久保F.P大久保F.P

高萩F.P高萩F.P

九十九塚F.P九十九塚F.P
沢F.P沢F.P

高津原F.P高津原F.P
出沼F.P出沼F.P

酒造F.P酒造F.P
赤池F.P赤池F.P

十余三F.P十余三F.P
吉岡F.P吉岡F.P

大堀山F.P大堀山F.P

中沢F.P中沢F.P

織幡F.P織幡F.P

上の台F.P上の台F.P

村田F.P村田F.P
織幡線織幡線

本線本線

田良貝線田良貝線

高
津
原
線

高
津
原
線

芝山町芝山町

多古町多古町

八街市八街市

酒々井町酒々井町

船戸揚水機場
北総管理所

取水口取水口

返田揚水機場返田揚水機場

九十九塚揚水機場九十九塚揚水機場
東幹線東幹線

北幹線北幹線
西幹線西幹線

1
2

3

岩部F.P岩部F.P
原新田F.P原新田F.P

八日市場線

2号送水路2号送水路

１
号
送
水
路

１
号
送
水
路

1号幹線用
水路

1号幹線用
水路

高萩線

国営北総中央農業水利事業国営北総中央農業水利事業

4

5

5

北総東部用水事業北総東部用水事業

水の郷めぐり

第4回

北総東部

用水

FP（フォームポンド）・加圧機場
　FPとは農地又は農地の近傍に設ける小規模な貯
留施設です。水路を流れる水を一時的に貯留し、時
間的・水量的な不均衡を調整しています。加圧機場
にはポンプがあり、FPから取水した水を畑へ送水する
ための施設です。

九十九塚揚水機場
つ く も づか

4

　水の需要が集中する時期に東幹線の末端にとど
ける水の圧力を高める役割を担っています。

船戸揚水機場・北総管理所
ふな ど

2

　大小4台のポンプを保有しており、最大で毎秒
7.53㎥/s取水する。ここから約5㎞離れた返田揚
水機場の中継装置まで送水します。

北総中央第1取水口

北総中央第2取水口

5

　北総東部用水の西幹線から北総中央用水地区
へと農業用水を取り入れる施設です。

ここから利根川の水を取水しています。
取水口

1

返田揚水機場
かえ だ

3

　容量8千トンの中継水槽を持ち、ここで東幹線と
西幹線、西幹線から分岐する北幹線や北総中央用
水へ送る水をコントールしています。

凡　例

加圧機場・ファームポンド
導水路・幹線水路

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

や  つ  だ

※傾斜林などに囲まれた台地（盆地）にある田んぼ

シリーズ 水の郷めぐり ● 12 13 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



　
本
地
域
は
、北
総
東
部
用
水
の

通
水
開
始
以
来
、主
食
用
米
・
飼

料
用
米
に
加
え
、
さ
つ
ま
い
も
・

に
ん
じ
ん
・
や
ま
と
い
も
・
大
根
・

さ
と
い
も
・
こ
か
ぶ
等
の
露
地

栽
培
、ほ
う
れ
ん
草
・
ニ
ラ
・
い

ち
ご
等
の
施
設
野
菜
で
も
用
水

が
利
用
さ
れ
、全
国
第
四
位
の
農

業
算
出
額
を
誇
る
千
葉
県
を
代
表
す
る
穀
倉
・
畑
作
地
帯
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
へ
の
生
鮮
野
菜
等
の
供
給
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
東
関
道
や
圏
央
道
等
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
、
今
後
は
成
田
国
際
空
港
の
機
能
強
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
ま
す
ま
す
本
地
域
の
役
割
が
増
大
し
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
が
実
施
す
る
千
葉
県
内
の
５
事
業
は
、
千
葉
用
水
総

合
管
理
所
と
出
先
管
理
所
に
よ
る
総
管
体
制
で
管
理
運
用
を
行
っ

て
お
り
、
本
地
域
で
は『
北
総
管
理
所
』の
精
鋭
部
隊
が
、
現
場
の
最

前
線
で
、
県
農
業
事
務
所
や
土
地
改
良
区
と
連
携
し
つ
つ
、
北
総
東

部
用
水
施
設
の
水
管
理
・
施
設
管
理
に
日
々
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
管
理
開
始
か
ら
40
年
を
経
過
す
る
中
で
、
機
械
・
電
気

通
信
設
備
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
老
朽
化
、
大
規
模
地
震
に
対
す
る

耐
震
性
能
の
確
保
な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
そ
の
用
水
供
給
能
力
を
効
率
的
か
つ
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
北
総
東
部
用
水
の
適
切
な
運
用
と
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 所

長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を
行
う
事
業

を
計
画
す
る
た
め
、
関
係
す
る
機
関
の

方
々
と
相
談
や
調
整
し
な
が
ら
資
料
等

を
作
成
し
て
い
ま
す
。関
係
機
関
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
業
務
を
行
う
の
で

「
調
整
す
る
力
」
を
養
え
る
の
が
仕
事
の

魅
力
で
す
。そ
の
分
、
大
き
な
責
任
を
伴

い
ま
す
の
で
関
係
機
関
や
上
司
と
よ
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

InterviewInterview職員職員

〜
北
総
台
地
の
発
展
を
さ
さ
え
る
力
〜

〜
北
総
台
地
の
発
展
を
さ
さ
え
る
力
〜
　水
資
源
機
構
の
職
員
の
み
な
ら
ず
、北
総
台
地
の
農
業
を

さ
さ
え
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。携
わ
る
仕
事
、や
り
が
い
、

生
産
さ
れ
る
農
作
物
の
魅
力
な
ど
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

かめ い たかひろ

　
北
総
東
部
用
水
の
電
気
設
備
や
機
械

設
備
を
対
象
と
し
た
維
持
管
理
の
積

算
・
監
督
等
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。設
備
が
故
障
し
た
時
に
応
急

復
旧
の
対
応
が
即
座
に
完
了
で
き
た
と

き
は
ほ
っ
と
し
ま
す
。重
大
な
故
障
が

発
生
し
な
い
た
め
に
も
、
設
備
の
機
能

回
復
や
向
上
を
目
指
し
て
日
々
業
務
に

努
め
て
い
ま
す
。北
総
東
部
用
水
で
届

け
ら
れ
た
水
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
農
産

物
を
見
る
と
、
日
々
の
水
管
理
が
農
家

さ
ん
を
支
え
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。こ
れ
か

ら
も
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
し
て
信

頼
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

千葉用水総合管理所　北総管理所

永倉　亮・神代　隆之
ながくら あきら かみ  よ たかゆき

千葉用水総合管理所

調整課　亀井　隆博

千葉用水総合管理所長

小栗　幸樹
こう  きお ぐり

　事
務
所
は
八
千
代
市
に
あ
り
、都
市

部
に
近
く
実
家
の
あ
る
岡
山
県
に
帰
る

の
に
ア
ク
セ
ス
が
良
く
て
魅
力
的
で
す
。

職
場
の
魅
力

　北
総
管
理
所
が
あ
る
香
取
市
は
、人

気
の
小
江
戸「
佐
原
」や
香
取
神
宮
が
あ

る
の
で
街
並
み
に
風
情
が
あ
り
ま
す
。

さ 

わ
ら

か 

と
り

地
域
の
魅
力

北総東部土地改良区
久保木さん・齊藤さん

In
te

rv
ie

w
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く   ぼ   き さいとう

北総中央用水土地改良区
石橋さん・石川さん

In
te

rv
ie

w
 0

4

いしばし いしかわ

北総中央用水の農家さん
小山さん（千葉県八街市在住）

In
te

rv
ie

w
 0

3

こ  やま

北総東部用水の農家さん
鈴木さん（千葉県多古町在住）

In
te
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ie

w
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すず  き

や  

ち  

よ

　
北
総
地
域
は
年
間
を
通
じ
て
気
候
が
暖
か
く
土

壌
も
肥
沃
で
千
葉
県
有
数
の
農
業
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
お
り
、ス
イ
カ
、に
ん
じ
ん
、さ
と
い
も
、落

花
生
な
ど
の
作
物
が
主
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
主
な
日
常
業
務
は
、農
地
ま
で
用
水
を

送
水
す
る
施
設
の
操
作
業
務
、草
刈
り
や
点
検
な
ど

の
維
持
管
理
で
す
。仕
事
を
す
る
上
で
、
送
水
路
・

用
水
路
・
ポ
ン
プ
施
設
・
調
整
水
槽
・
加
圧
機
場

な
ど
の
管
理
施
設
が
膨
大
で
事
故
な
ど
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
図
り
、効
率
的
な
送
水
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
緊
急
事
態
が
起
き
た
場

合
早
急
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
な
ど
神
経
を
使
う

仕
事
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
水
を
通
じ
て

貢
献
が
で
き
、「
用
水
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
良

か
っ
た
」と
農
家
の
方
々
に
言
っ
て
も
ら
え
た
時
は

嬉
し
い
で
す
ね
。今
後
も
水
資
源
機
構
さ
ん
を
始
め

北
総
東
部
土
地
改
良
区
さ
ん
と
連
携
を
図
り
、用
水

の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
て
15
年
に
な
り
、主
に
ピ
ー
マ
ン
、に

ん
じ
ん
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。夏
場
は
に
ん
じ
ん

等
の
栽
培
で
水
の
利
用
が
多
く
な
り
、
作
物
を
育

て
る
上
で
水
は
必
要
不
可
欠
で
す
。も
と
も
と
使
っ

て
い
た
共
同
井
戸
の
ポ
ン
プ
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
井
戸
の
水
と
比
べ
て
、
使
い

勝
手
が
良
い
点
、安
定
的
に
供
給
で
き
る
点
、水
量

を
調
節
で
き
る
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
北
総
中

央
用
水
の
水
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、東
京
な
ど
の

都
市
部
に
近
い
た
め
、色
々
な
野
菜
の
需
要
が
あ
る

の
が
地
域
の
強
み
で
す
。農
業
は
作
目
ご
と
に
作
業

が
違
い
、１
日
中
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
も
多

く
大
変
で
す
が
、
そ
の
作
物
が
ち
ゃ
ん
と
育
ち
、
美

味
し
く
食
べ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
思
う
と
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
良
い
作
物
が
作
れ
る
よ
う
に
、
絶

え
る
こ
と
な
く
安
全
で
安
心
で
き
る
用
水
の
供
給

と
利
用
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
運
営
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
北
総
東
部
用
水
は
、利
根
川
か
ら
取
水
し
て
い
ま

す
。北
総
東
部
土
地
改
良
区
に
か
か
る
受
益
は
千
葉

県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
香
取
市
を
含
む
４
市
、多

古
町
を
含
む
３
町
に
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
北
総
台
地
の
農
地
を
潤
せ
る
よ
う
揚
水
機

場
の
操
作
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
施
設
管
理
を
主

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
用
水
の
需
要
時
期
が
重
な
る
春
・
夏
に
行
う
配

水
操
作
は
大
変
で
す
。特
に
高
低
差
の
あ
る
末
端
地

域
へ
の
配
水
操
作
は
、水
量
を
均
等
に
配
水
す
る
の

に
一
番
苦
労
し
ま
す
。ま
た
、
施
設
が
建
設
さ
れ
て

40
年
以
上
経
ち
、
老
朽
化
が
進
み
、
パ
イ
プ
の
継
ぎ

目
か
ら
漏
水
等
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
お
り
管

理
が
大
変
で
す
。

　
し
か
し
、
北
総
東
部
用
水
を
使
用
し
て
、
笑
顔
で

収
穫
を
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
を
見
る
と
仕
事

の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。今
後
も
安
心
と
安
定
し

た
水
の
供
給
が
出
来
る
よ
う
に
、北
総
中
央
用
水
土

地
改
良
区
さ
ん
、水
資
源
機
構
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、安
定
供
給
に
努
め
た
い
で
す
。

　
私
は
、主
に
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
、
農
薬
と
化
学
肥
料
の
量

を
半
分
以
下
で
栽
培
さ
れ
た
環
境
に
や
さ
し
い「
ち

ば
エ
コ
農
産
物
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ヤ
マ
ト

イ
モ
の
生
産
に
は
水
が
必
須
で
、安
定
的
な
水
の
供

給
が
な
け
れ
ば
立
派
に
育
た
な
い
の
で
日
頃
か
ら

水
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。北
総
東
部
用
水
か
ら
届

け
ら
れ
る
水
は
、
水
量
を
畑
ご
と
に
調
整
で
き
、
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
散
水
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

用
水
路
の
維
持
管
理
も
、土
地
改
良
区
に
す
べ
て
任

せ
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
も
自
分
事
と
し
て
捉
え

る
よ
う
地
域
の
役
員
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
多
古
町
は
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
ほ
か
「
多
古
米
」
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
米
も
生
産
し
て
お
り
農
業
が
盛
ん
な

町
で
す
。一
番
の
農
業
の
魅
力
は
、
自
分
が
育
て
た

作
物
を
食
べ
て
く
れ
る
消
費
者
か
ら
お
礼
の
連
絡

が
あ
っ
た
と
き
は
嬉
し
い
で
す
ね
。今
後
も
、
安
全

な
水
の
供
給
や
用
水
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
策
に

も
努
め
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社
し

て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

大
学
で
は
、洪
水
や
渇
水
が
川
の
生
き
物

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
い
た
の
で
、学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
そ

う
な
水
資
源
機
構
を
就
職
先
と
し
て
選

び
ま
し
た
。機
構
の
良
い
所
は
、
上
司
や

先
輩
が
若
手
の
目
線
に
立
っ
て
、親
身
に

指
導
し
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。今
後
、後
輩
が
で
き
た
際
に
は
、丁

寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
の
で
き
る
優

し
い
先
輩
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

様
々
な
関
係
者
に
工
事
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
、
工
事
内
容
に
つ
い

て
ご
納
得
い
た
だ
け
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
粘
り
強
く
、
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
調
整
を
経
て
、
な
ん
と
か
工
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
後
も
説
明
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
工
事
状
況
や
概
要
に
つ
い
て
の
情
報
を
こ
ま
め

に
更
新
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

公
共
性
の
あ
る
組
織
の
一
員
と
し
て
、
無
駄
を
な
く
し
て
日
々
の
業
務
の

効
率
化
を
意
識
し
な
が
ら
、
仕
事
を
進
め
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。調
整
課
は
機
構
と
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
に
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。ス

ム
ー
ズ
な
調
整
業
務
を
行
う
た
め
に
も
、日
頃
か
ら
、人

と
の
付
き
合
い
を
特
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

「
体
が
資
本
」と
い
う
よ
う
に
、
仕
事
を
頑
張
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、休
日
や
有
休
の
際

は
し
っ
か
り
と
休
ん
で
遊
ん
だ
り
、
家
族
団
欒
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
せ
る
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。私
の
場
合
は
休
日
に
バ
ス
ケ
を
し
た
り
、
有
休
を

取
っ
た
際
は
、
ゴ
ル
フ
や
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。是

非
、自
分
や
家
族
を
大
事
し
て
い
た
だ
い
て
、一
緒
に
楽

し
く
お
仕
事
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と

入
社
し
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

大
学
で
は
植
物
生
態
学
や
保
全

生
態
学
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま

し
た
。就
職
活
動
で
は
、
公
共
性

の
高
い
仕
事
が
し
た
い
、大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
た
め
、

機
構
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。配

水
操
作
等
の
水
運
用
か
ら
サ
ケ

の
採
捕
や
外
来
種
の
駆
除
な
ど
、
幅
広
い
業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

最
初
に
勤
務
し
た
利
根
大
堰
で
の
配
水
管
理
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。初
め
て
施
設
操
作
を
行
っ
た
時
に
、
大
規
模
な
施
設
の
与
え
る
影
響

を
考
え
る
と
怖
く
手
が
震
え
ま
し
た
。し
か
し
、『
誰
の
た
め
に
』『
ど
ん

な
水
を
』『
ど
の
よ
う
に
』を
頭
で
学
び
つ
つ
、
実
際
に
現
場
を
見
に
行
き

確
認
す
る
こ
と
で
、
速
や
か
に
か
つ
正
確
に
操
作
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。機
構
の
経
営
理
念
を
体
現
し
た
よ
う
な
、
根
幹
に
あ
た
る
業

務
を
経
験
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

少
し
考
え
て
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、見
聞
き
す
る
こ
と
で
す
。機
構
の
仕
事

は
広
域
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
の
で
仕
事
の
内
容
も
全
く
違
い
ま
す
。そ
の

た
め
、
仕
事
を
し
て
い
る
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
お

の
ず
と
出
て
き
ま
す
。そ
の
都
度
調
べ
、
勉
強
は
し

ま
す
が一人
で
行
き
詰
る
時
に
は
、
直
属
の
上
司
や

関
係
す
る
課
の
先
輩
に
聞
く
こ
と
、図
面
で
分
か
ら

な
い
時
は
実
際
の
現
場
を
直
接
見
る
こ
と
で
、
円
滑

に
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

機
構
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す

か
？
ま
ず
は
、
そ
の
思
い
を
大
切
に
仕
事
に
励
ん

で
欲
し
い
で
す
。そ
の
気
持
ち
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、
機
構
に
入

る
と
当
然
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、気
軽
に
上
司
に
相
談
し
、一
人
で
頑
張
り

過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。何
か
あ
れ
ば

い
つ
で
も
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社

し
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

福
岡
県
出
身
で
近
年
の
豪
雨
災
害
を

経
験
し
て
、
水
の
大
切
さ
を
知
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
近
所
に
寺
内
ダ
ム
が

あ
り
機
構
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で

就
職
先
と
し
て
選
び
ま
し
た
。地
元
の

機
構
施
設
が
災
害
等
で
た
ま
に
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
時
、「
こ
の
施
設

は
う
ち
の
会
社
で
管
理
し
て
い
る
施
設

だ
よ
」
と
施
設
を
知
っ
て
い
る
友
人
に

話
し
て
い
る
時
に
、
入
社
し
て
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

新
卒
の
時
、近
隣
の
水
路
施
設
で
大
規
模
な
漏
水
が
起
こ
り
、そ
の
復
旧

対
応
を
行
い
ま
し
た
。当
時
、機
構
か
ら
も
現
地
へ
排
水
ポ
ン
プ
車
等
を

派
遣
し
て
お
り
、
私
も
ポ
ン
プ
車
の
現
地
で
の
設
営
と
運
用
も
兼
ね
て

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。日
頃
か
ら
、設
営
訓
練
を
行
っ
て
お
り
今
回
の
漏
水

時
に
実
働
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

筑
後
大
堰
に
機
械
担
当
は
私
し
か
い
な
い
の
で
、
他
の
職
種
の
方
に
機

械
業
務
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
に
意
識
し

て
い
ま
す
。機
械
施
設
が
壊
れ
る
と
貯
水
位
の
維

持
が
で
き
な
い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
の

で
、
故
障
が
水
管
理
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
重
要

な
点
を
押
さ
え
て
簡
潔
に
伝
え
て
い
ま
す
。そ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
、
機
械
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
に
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

同
期
や
先
輩
職
員
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。機
械
職
が
職
場
に
一
人
と
い
う
場
合

も
あ
る
の
で
、
な
に
か
困
っ
た
時
に
気
軽
に
相
談

で
き
る
職
員
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
機
械

設
備
は
一
点
も
の
で
施
設
毎
に
全
然
特
徴
が
違
い

ま
す
。機
械
職
と
し
て
色
々
な
施
設
の
機
械
業
務

に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社

し
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

父
が
ダ
ム
に
よ
く
遊
び
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
こ
と
や
愛
媛
出
身
で

早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
が
ニ
ュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
る
な
ど
ダ
ム
に
馴
染
み
が

あ
っ
た
の
で
機
構
に
就
職
し
ま
し
た
。

機
構
で
働
く
職
員
の
方
は
す
ご
く
穏

や
か
な
方
が
多
く
働
き
や
す
い
の
が

入
社
し
て
一
番
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。ま
た
、
転
勤
で
色
々
な
場
所
で
仕

事
に
挑
戦
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

用
地
業
務
で
最
も
大
切
な
仕
事
は
、
事
業
に
必
要
な
土
地
に
つ
い
て
土

地
所
有
者
等
と
買
収
や
権
利
設
定
等
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議

す
る
仕
事
で
す
。用
地
業
務
に
携
わ
っ
て
か
ら
初
め
て
用
地
買
収
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
た
土
地
に
工
事
が
入
り
、
徐
々
に
機
構
の
施
設
が
出

来
上
が
っ
て
い
く
姿
を
み
た
時
、
機
構
の
仕
事
は
地
元
の
方
々
の
協
力

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
仕
事
な
の
だ
と
実
感
し
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

仕
事
に
お
い
て
は
報
・
連
・
相
を
大
事
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
色
々
な
人
か
ら
気
軽
に
相
談
さ
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
今
は
意

識
し
て
い
ま
す
。そ
の
所
感
を
も
と
に
用
地

業
務
で
は
地
元
の
方
と
話
す
機
会
を
日
々
大

切
に
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
積
み
重
ね
こ
の
仕
事
な
ら
高
本
さ
ん
に
任

せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
職

員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

機
構
の
仕
事
は
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
水

を
管
理
し
て
お
り
公
共
性
が
高
い
仕
事
な
の

で
、
働
き
が
い
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
全
国
転

勤
は
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
事
務

所
で
仕
事
を
し
て
も
仕
事
内
容
が
違
う
の
で

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が

あ
り
ま
す
。是
非
、
機
構
で
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

〈現在の業務内容〉 千葉用水総合管理所内の工務事務、出先事務所との調整、防災・危機
管理業務などを担当

NISHIMAKI RYOTA

〈現在の業務内容〉 筑後大堰におけるゲート設備等の機械設備の維持管理や修繕、
筑後大堰の操作などを担当

筑後川下流総合管理所
筑後大堰管理所
2021年度入社　機械職

〈現在の業務内容〉 豊川用水施設の二期事業にかかる用地業務を担当。主に用地交渉、
現地測量、登記申請等に従事

豊川用水総合事業部
新城支所  用地対策課
2020年度入社　事務職

TAKAMOTO ARISA

高本ありさ

〈現在の業務内容〉 思川開発事業に係る調整業務や工事の監督業務を担当

思川開発建設所  調整課
2020年度入社　土木職

SUMIDA KOSUKE

角 田 康 祐

西 牧 遼 太千葉用水総合管理所  管理課
2021年度入社　土木職

TAKAYAMA DAIKI

髙 山 大 希

さ
い  

ほ

さ 

め 

う
ら

水資源機構の次代をつなぐ若手職員の皆さんに、就職先に機構を選んだ理由、
これから入社を希望する方へのメッセージなどを伺いました。
水資源機構の次代をつなぐ若手職員の皆さんに、就職先に機構を選んだ理由、
これから入社を希望する方へのメッセージなどを伺いました。第２回

連載企画 次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力

17 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 シリーズ 次代をつなぐ力 ● 16 



19 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 シリーズ 未来の水のプロにつなぐ ● 18 

インターンシップ報告会の様子

水路の流量観測の様子

インターンシップでは本当にお世話になりました。職員さんの温かい人
柄に何度も救われた5日間でした。事業所の説明を聞いて学ぶだけで
はなく、流量観測や直営巡視など外に出る業務も多く体験できて、とて
も楽しかったです。インターンシップを通して、安全で清潔に暮らしてい
くためにはなくてはならない仕事であるため、とても責任が重い仕事で
あることを改めて学びました。その一方で生態系や地域の人々に配慮
した活動をしていることを知り、多角的な視点を持っている現場だなと
感じました。

●参加した感想

なんといっても多くの人間の社会生活基盤を支える重要な仕事という点
がとても魅力的だと思いました。水の安定供給をするという大きな仕事
をする傍らで魚道を設置したり、整備計画ではワークショップを開いた
りなど地域の人々 とのつながりも大切にしていることも大きな魅力だと感
じました。さらに、職員さんは温かい人柄が多いことも魅力だと感じま
す。挙げたらきりがないくらいに魅力がたくさんあると思います。

●水資源機構の魅力と期待

5日間のインターンシップ実習を通して、ダムの運営や管理する施設の点検方法、土砂管理の現状や課題など、多岐にわたる
内容を学習し、大学ではできない様 な々ことを体験させていただきました。特に、私が土砂に関連した研究を行っていることか
ら、ダムの堆砂問題や置土の設置場所の検討など、土砂管理に関して現在進行形で課題となっていることを中心に実習プロ
グラムを組んでいただきました。インターン実習に興味や大きな関心を持って取り組めた上、私自身が取り組んでいる研究が実
務上で活かされるかもしれないという、研究に対するモチベーションも高めることができました。この実習で学習した内容や経験

を今後の研究や就職活動に還元していきたいです。
実習の最終日には、川上ダムを訪れた小学生たちを案内するイベントに同行させ
ていただきました。完成したばかりの川上ダムの内部を見学することができて大変
嬉しかったと思うと同時に、私が小学生の頃に初めてダムを訪れたことをきっかけ
にダムに興味を持ち始めてから、今では小学生たちを相手に案内する立場に
なったことを実感して、見学に同行しながら感慨深い気持ちになりました。

●参加した感想

水資源機構は関東から九州にかけて事務所が点在しているため、違った場所
で様 な々業務を経験できるところが魅力の一つであると思います。豊富な経験
が積めることに加え、その地域の特色や魅力にも触れることができるため、常に
新鮮な気持ちで業務に取り組めるのではないかと感じました。また、インターン
シップの初日に緊張していた私でしたが、職員の方 に々温かく迎え入れていただ
いたおかげで、すぐにその緊張も和らぎました。あらゆる分野を専門とする職員
の方 が々協力して業務に取り組む必要があり、転勤の機会も比較的多いことか
ら、人とのつながりを大切にする点も大きな魅力であると思います。

●水資源機構の魅力と期待

・利根導水事業の概要や歴史の説明
・施設見学、流量観測や直営巡視の体験
・利根導水事業の概要や歴史の説明
・施設見学、流量観測や直営巡視の体験

インターンシップの内容インターンシップの内容

吉村　日和
福島大学食農学類生産環境学コース
吉村　日和
福島大学食農学類生産環境学コース

実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職
実施期間：令和5年8月28日～9月1日
希望職種：土木職

よしむらよしむら ひよりひより川上ダム見学会の様子

比奈知ダム非常用洪水吐点検の様子

土砂管理の研究をしているとのことで、主に土砂管理に関する業務（土砂還元の課
題対応など）を実施していただきました。これらはダム事業全般において解決すべき

課題の 1つであり、鈴木さんは課題の理解度、プレゼンスキルなど即戦力として活躍できると感じま
した。機構でこれらの課題解決に向けて一緒に取り組んで行きましょう。期待しています。

管理課　菊地　英夫 さん
きく  ち ひで お

先輩職員からの
声

実習時期は８月末でも、まだまだ暑い日が続いていました。その中でも流量観測や
直営巡視といった外作業をがんばってくれました。また、データの取りまとめや報告

会の資料作成は、こちらで準備した資料だけでなく、自ら必要な内容を調べて作成していました。私
もインターンに関わる中で、良い刺激をもらいました。

第一管理課　山田　拓音 さん
やま だ たくと先輩職員からの

声

未来の水のプロにつなぐ ～インターンシップ参加者の声～～インターンシップ参加者の声～第4回

・ダム定期検査のデータ入力
・比奈知ダムの内部見学及び点検の体験
・高山ダム貯水池内の掘削場所及び置土の
　設置検討場所の見学
・川上ダム見学会の補助

・ダム定期検査のデータ入力
・比奈知ダムの内部見学及び点検の体験
・高山ダム貯水池内の掘削場所及び置土の
　設置検討場所の見学
・川上ダム見学会の補助

インターンシップの内容インターンシップの内容

利根導水
総合事業所
（埼玉県行田市）

木津川ダム
総合管理所
（三重県名張市）

高山ダム高山ダム 比奈知ダム比奈知ダム

川上ダム川上ダム

実施期間：令和5年8月21日～8月25日
希望職種：土木職
実施期間：令和5年8月21日～8月25日
希望職種：土木職鈴木　志門

東北大学大学院　工学研究科

すず  き　　　し  もん

鈴木　志門
東北大学大学院　工学研究科

すず  き　　　し  もん

利根大堰利根大堰



❶
住
ん
で
い
る
場
所
が「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」か

ど
う
か
を
確
認
す
る
。

　
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
は「
土
砂
災
害
警

戒
区
域
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分
の
家
が
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
あ
る
か
ど
う
か
、都
道
府

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
の「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ち
な
み
に
石
川
県
で
は
去
年
の
２
月
時
点
で
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
県
内
全
体
で
４
，６
８
７
か
所
、そ
の
う

ち
能
登
地
方
で
は
３
，０
９
０
か
所
と
か
な
り
多
く
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
、

が
け
地
や
小
さ
な

沢
で
も
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
地
震

で
は
土
砂
災
害
に

繋
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。普
段

か
ら
崩
れ
た
時
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
備
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

連載連載
第36回第36回

池津　勝教
NHK金沢放送局「かがのとイブニング」
気象予報士・キャスター・防災士・環境社
会検定（eco検定）・石川県地球温暖化
防止活動推進員・栃木県出身。
2013年春からはNHK金沢放送局の気
象キャスターとして、「かがのとイブニン
グ」「じわもんラジオ」などに出演中。

いけ づ まさ のり

　
今
回
は
大
規
模
地
震
が
引
き
起
こ
す
土
砂
災
害
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
と
崖
崩
れ
や
地
す
べ
り

が
各
地
で
発
生
し
ま
す
。そ
の
際
に
崩
さ
れ
た
り
流

さ
れ
た
り
し
た
大
量
の
土
砂
が
川
を
ふ
さ
い
で
水
の

流
れ
を
せ
き
止
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を「
河

道
閉
塞
」と
い
い
、土
砂
が
自
然
の
力
で
積
も
っ
て
ダ

ム
の
よ
う
に
川
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
か
ら「
天
然
ダ
ム
」や

「
土
砂
ダ
ム
」と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。今
回
の
地

震
に
関
連
し
た
土
砂
災
害
は
北
陸
各
地
、１
月
末
時

点
で
１
０
０
件
を
超
え
、被
災
地
で
は
複
数
の「
土
砂

ダ
ム
」が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
河
道
閉
塞
」が
起
こ

る
と
、せ
き
止
め
ら
れ
た
部
分
の
上
流
側
で
は
水
が

た
ま
っ
て
池
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、た
ま
っ

た
水
の
圧
力
で「
土
砂
ダ
ム
」が
一
気
に
崩
れ
る
と
大

き
な
土
石
流
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。特
に

せ
き
止
め
ら
れ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
余
震
が
発
生

し
た
り
雪
解
け
や
雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
不
安
定
な

「
土
砂
ダ
ム
」は
決
壊
し
や
す
く
、大
き
な
被
害
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
揺
れ
の
大
き
か
っ
た
市
町
村
で
は
大
雨
警

報
・
注
意
報
、土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
基
準
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今

回
の
地
震
で
は
震
度
５
強
を
観
測
し
た
市
町
村
は
通

常
基
準
の
８
割
、震
度
６
弱
以
上
は
７
割
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
ほ
ど
雨
の
量
が
多
く
な
く
て

も
地
盤
の
緩
み
で
土
砂
災
害
な
ど
二
次
災
害
の
リ
ス

ク
が
通
常
よ
り
も
高
く
な
る
た
め
、早
め
の
避
難
行

動
を
と
れ
る
よ
う
通
常
よ
り
も
早
い
段
階
で
情
報
が

発
表
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
今
回
の
地
震
で
は
、加
え
て「
洪
水
警
報
・
注

意
報
」の
発
表
基
準
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
石

川
県
７
市
町
）。今
回
の
地
震
で
は
、土
砂
崩
れ
が
多

発
し
て
お
り
、河
道
閉
塞
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、比
較
的
少
な
い
雨
で
も
災
害
が

発
生
し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
す
。暫
定
基
準
が
河
川
に
ま
で
適
用
さ
れ
る

の
は
、そ
れ
ほ
ど
今
回
の
地
震
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
に
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．６
（
最
大
震

度
７
）の
大
地
震「
能
登
半
島
地
震
」が
発
生
し
ま
し
た
。正
月
に
突
如
襲
っ
た
こ
の
大
地
震
で
は
家
屋

の
倒
壊
や
土
砂
災
害
、火
災
が
相
次
い
で
発
生
し
、２
０
０
名
以
上
の
方
が
亡
く
な
る
な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。い
ま
だ
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
地
震
が
引
き
起
こ
す「
河
道
閉
塞
」

大
規
模
地
震
が
引
き
起
こ
す「
河
道
閉
塞
」

か  

ど
う 

へ
い 

そ
く

か  

ど
う 

へ
い 

そ
く

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

ダムのように
水がたまる
ダムのように
水がたまる

土砂崩れで水の流れが
せき止められる
土砂崩れで水の流れが
せき止められる

本来の川筋本来の川筋

河道閉塞のイメージ図河道閉塞のイメージ図

● がけ地が張り出していませんか？
● 木や電柱が揺れたり傾いたりしていませんか？
● 沢や井戸の水がにごっていませんか？
● 土がくさった様なにおいがしませんか？

前兆現象

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
が
解
説
！

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
が
解
説
！

天
気
の
ミ
カ
タ

能
登
半
島
地
震

  
地
震
後
の
土
砂
災
害
に
警
戒

❷
前
兆
現
象
を
知
る

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
、
様
々
な
前
兆
現
象

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と

落
ち
て
く
る
な
ど
目
に
見
え
る
現
象
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
バ

キ
バ
キ
な
ど
の
音
が
聞
こ
え
る
、泥
臭
さ
や
焦
げ
た
臭

い
が
す
る
な
ど
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。必
ず
前
兆
現

象
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
う
し
た
現

象
に
気
づ
い
た
ら
周
り
の
人
に
伝
え
、す
ぐ
に
そ
の
場

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
冬
か
ら
春
に
季
節
は
移
り
ま
す
。た

だ
、北
陸
で
は
春
も
雨
の
降
る
日
は
多
く
、雪
の
降
る

日
も
ま
だ
続
き
ま
す
。心
休
ま
ら
な
い
日
も
続
く
と
思

い
ま
す
が
、二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
少
し
で
も
情
報
が

伝
わ
り
、命
を
守
る
こ
と
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。こ
の
度
の
大
規
模
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、１
日
も
早

い
復
興
の
た
め
に
も
支
援
な
ど
力
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そのほ
か

にも

地すべり

斜面から水が
ふき出している

地面にひびわれが
できている

がけ崩れ

がけから水がわき出る

がけに割れ目ができる

小石がパラパラ
落ちてくる

土石流山鳴りがする

川の流れがにごり
流木が混ざり始める

雨が降っているのに
川の水位が下がる
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　2月19日東京で開催された「日・ウクライ
ナ経済復興推進会議」にて、岸田首相、ウ
クライナのシュミハリ首相を始め関係する
方々の立会いのもと、ウクライナ復興イン
フラ開発庁との間で交わしたダム修復の
推進及び協力関係の継続を示した覚書
が披露されました。
　機構は、ダム建設や管理に関する知見
や経験の共有などを通じ、ウクライナの復
興に向けた取組に協力してまいります。

ウクライナ復興インフラ開発庁と覚書を交わしました

　旧吉野川河口堰管理所で管理している今切川河口堰は、洪水の疎通機能を確
保し、塩水遡上の防止を図るために建設され、管理開始から48年目に入りました。
　今切川河口堰のゲートは、通常、大部分が水面下で運用しているため内部に入ることは出来ま
せんが、15年ぶりにゲートの整備を実施するに当たり、調節ゲートの内部を実際に見ていただくた
めの工事見学会を１月16日に開催し、報道機関を含め事業に関係する方々が参加されました。
　現在、管理所では門柱及び
護岸等の耐震性能を確保し、
大規模地震に備え施設機能の
向上を図るため、令和５年度よ
り大規模地震対策事業を実施
しています。

　寺内ダム再生事業では、現況の洪水調節容量を700万㎥から
800万㎥に増大させるとともに、非常用洪水吐のかさ上げ等の改
造を行う予定です。事業着手に当たり、2月3日にあまぎ水の文化
村（福岡県朝倉市）にて、地元朝倉市と共同で着手式を開催しま
した。国会議員、福岡県・地元関係者の方々を招き、安全で的確
な事業を願い大筒の演武が披露されました。

寺内ダム再生事業着手式を開催しました 筑後川筑後川
水 系水 系

吉野川吉野川
水 系水 系

今切川河口堰調節ゲート工事見学会を開催しました

記念撮影記念撮影 秋月藩砲術 林流抱え大筒の演武秋月藩砲術 林流抱え大筒の演武

金尾理事長 挨拶金尾理事長 挨拶

年4回（夏・秋・冬・春号）発行する、広報誌をご覧いただき、ご感想などのアンケートに
ご協力いただける方。
●読者モニターを対象とする水資源機構の施設見学会などを企画する予定です。
※2022年は南摩ダム（栃木県）、2023年は豊川用水（愛知県）で開催しております。

2024年夏号～2025年春号

50名程度（応募者多数の場合は抽選）

●郵送……〒330-6008　埼玉県さいたま市中央区新都心11-2
 独立行政法人水資源機構　広報課あて
●FAX……048-600-6510
●Eメール……water_koho＠water.go.jp
2024年5月8日（水）
2024・夏号（6月発行予定）の発送をもって替えさせていただきます。

募集の要件

応募人数

応募方法

応募先

応募締切

結果のお知らせ

モニター期間

次の事項を記載いただき、郵送、FAX、Eメールの
いずれかの方法で応募先までご応募ください。

水資源機構では広報誌「水とともに」の誌面づくりに貴重なご意見を
いただくため、2024年度読者モニターを募集します。

①お名前（ふりがな） ②性別 ③郵便番号・ご住所
④年齢 ⑤ご職業 ⑥お電話番号
⑦アンケートの提出方法 （郵送・メールのいずれかを希望する方法を示してください。）
⑧アンケート返信用封筒の要否（郵送を希望される方のみ）
●ご提供いただいた個人情報については、本件に関することにのみ使用するものであり、
　厳重に取り扱うことはもとより、本人の許可なく開示・提供いたしません。

金尾理事長金尾理事長

覚書署名時の様子覚書署名時の様子
［提供：経団連］［提供：経団連］

広報誌「水とともに」 2024年度読者モニター募集

　3月より国営総合農地防災事業吉野川下流域地区が吉野川下流域用水事業と
して水資源機構に承継されました。3月1日に中国四国農政局（岡山市）にて事業引
継式が開催され、仙台中国四国農政局長から
機構への期待などが述べられた後、仙台局長
と冨田副理事長による引継書の手交がなされ
ました。
　承継した事業を着実に実施し、また、これま
で培ってきた大規模水路施設の管理技術を
遺憾なく発揮し、安定的な農業用水の供給を
行い地域の発展に貢献してまいります。

吉野川下流域用水事業を承継しました 吉野川吉野川
水 系水 系

冨田副理事長冨田副理事長

【引継書の手交】【引継書の手交】

仙台局長仙台局長

そ つう

そ じょう

国 際国 際

Japan Water Agency News

水
機
構
ニ
ュ
ー
ス

「
水
機
構
ニ
ュ
ー
ス
」で
は
、水
資
源
機
構
か
ら
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
、

水
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

Japan Water Agency News
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「水」にかかわる施設を探訪するという観点はなかった
ので興味深かったです。「文：竹田聖彩」とあったので、
「水の天使」自らが寄稿されたようですが、分かりやす
い文章で、充実した探訪であったのが読み取れました。
（トピックス   水の天使 琵琶湖近江路探訪） （50代・男性）

福岡導水については、設計施工の苦労が分かりやすく
書かれていて良かった。水の天使の文章には、土木以外
の視点も含めた内容でよく書けていると思う。
（特集　福岡導水通水40周年）

（トピックス   水の天使 琵琶湖近江路探訪） （50代・男性）

女性技術者の活躍ぶりがよく伝わってきました。同じ女
性として、頑張らなければという気にさせられました。
（トピックス　わたしが思うダムの魅力とは 女性技術者の座談会）

（50代・女性）

後世につながる技術を伝承する「福岡導水建設当時の
技術職員と現役職員との座談会」の開催、若手職員の
人材育成を目指して「人材育成室」の開設、未来の水の
プロにつなぐ「インターシップ参加者の声」に対する先
輩職員からの期待の声等、多くの切り口から機構の人
材育成への取り組みの本気度が伝わってきます。

（60代・男性）

　早いもので、もう年度末の３月です。異動・転勤や、ご家族の卒業・入学など、新生活がこれから始まる方も多
いかと思います。今年は花粉が多く気軽に外に出かけられない人もいるかもしれませんが、春の季節にお花見
やいちご狩りなどお出かけしてみてはいかがでしょうか。さて、今号では、利根川を事例に冬から春にかけての
仕事内容や取組みの紹介、機構の技術の根幹を担う総合技術センターの紹介、今年度で第4 回目になる「水の
郷めぐり（北総東部用水）」など様々なトピックスを紹介しております。来年度も皆様に関心いただけるような記
事にしていきたいと思います。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・冬号」への
ご意見・ご感想を紹介します

読者の声
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